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「生涯学習教育研究センターの今側
生涯学習教育研究センター長 弦巻 克二(文学部語 文化科日本アジァ語 文化学講座教授)

平成9年5月 、学内施設 と

して設置 された 「生涯学 習

教 育研 究セ ンター」は、平

成11年2月15日 の運営委 員

会で決定 された 「セ ンター を省 令施設 として確 立

し、教員 ・職 員 の専 任化 を推進 す る」こ とを 目指

して活動 を続 け、概算 要求 も行 って きた。活動 内

容 は、生 涯学習の観点 か ら地域 貢献 に資す る公 開

講座 や シ ンポジ ウムの実施、本学独 自の女性 エ ン

パ ワメ ン トに関す る研 究資料 の充実 や、研究体 制

の整備等 々で あった。そ の間、平 成11年 には 「男

女共 同参 画社会基本 法」が制定 され るや 、本学 の

歴史 と伝統を生か した 「男女共 同参画社 会 をリー ド

す る人材 の育 成」を掲 げ て重 責 を担 う と同時 に、

平成13年 度 の 「奈良県人学連合」の設立以 降は、「な

ら講座」や奈良県社会教育 セ ンター との共催 によ

る 「生涯学習大学特別講座」、奈良県 立教 育研 究所

か らの依頼 に よる 「大学等 との連携 に よる教職員

のための公 開講座 」等 に も積極 的に関わって きた。

生活環境 学部 ・文学部 ・理 学部 ・大 学 院人 間文化

研 究科 がそれぞれ主催 す る公 開講座 の と りまとめ

もその任 であった。

しか し、平成16年 度か らの独立行政法 人化 にあ

た り、従来 か らの活動 の充実 は勿論 なが らも、「省

令 施設云 々」の企図 は、今後 は学 内体 制の整備 や

重点化 に移行せ ざるをえな くなるだろう。そんな過

渡期、以下、一年間のセ ンター長 としての活動 を顧

み、今後のセ ンターのあ りかた と他のセンター構想

との関わ りを軸に所感 を述べ させていただきたい。

そ もそ も 「生涯学習(あ る時期 、「生涯教育」とも

呼ばれた)」とは、「幼児期の学習 ・教育」にはじまり、

「学校 での学習 ・教育」、「社会人(老 後 も含めて)と

しての学習 ・教育」と、まさに 「生涯 にわたる学習 ・

教育」を総括 した ことばである。一般的 には社会人

の学習 ・教育機会の提供 とか らんで、地域貢献 も重

視 され るが、い わゆる 「カルチ ャー ・セ ンター」と

は異 なる教育研究 の視 点が、当セ ンターの活動 に

おい ては不可欠 であ る。また、各部局 の主催す る

公 開講座 が、専 門研究 の公 開 を主眼 とす るの に対

して、「生涯学習教育研究 セ ンター」に課せ られて

い るのは、地域が抱 える問題点や社会 的ニーズ に

応 じた研 究成果 の提 供(実 学 のみ な らず 、虚 学 も

含めて)で もあるべ きだろ う。

その意味 でい えば、男女 共 同参画 の時代 であ る

現在 、充実 に努め て きた 「女性 のエ ンパ ワメ ン ト

に関す る研 究資料」の公 開(す でに インターネ ッ

トで発 信 して もい る)や 、ジ ェ ンダー学 や法学 、

経済学等の専 門家の加 わった男女共同参画社会実

現 にむけての継続 的 な講座 ・シンポジウムの開催

が当 セ ンターの柱 になるべ きであ る。専任化 を実

現 し、大 学 院で構想 され てい る 「アジ ア ・ジェ ン

ダー文化学研 究セ ンター」と合 同 したセ ンターへ

と展開すべ きではなかろうか。

また、幼稚 園 ・小 学校 ・中等教育学校が人学附属

へ と移管 されるのを機 に設 けられた 「教育 システム

研 究開発 センター」は、それら附属施設 をもつが故

に、幼稚園か ら大学院までの学校教育全体 を見通す

場か ら教育 システ ムを研 究す る視 野が開かれ る可

能性 がある。とすれば、附属 をもつ本学独 自の立場

か ら、今 まで個別 になされていた幼児教育や こども

学、そ して中等教 育学校で実施 している 「アカデ ミ

ックガイダンス」、或い は 「理科大好 き人間」を育成

すべ く開設 された理学部 の講 座等 々 を総合 して、

「生涯学習」の範疇 の 「学校教育」を柱 とした 「生涯

学習教育研究セ ンター」を目指すべ きであろう。

「アジア ・ジェ ンダー文化学研究 セ ンター」と合

同 して活動す るのか、或 い は新設 の 「教育 シス テ

ム研 究 開発 セ ンター」と合 同で活 動す るのか。或

い は第三 の道 もあ るか も知 れないが、今 の ままで

は独 自性 を出す ことので きない地域 貢献の窓口 に

堕す る可能性 があ る。地域 貢献の窓 口 も勿論 必要

で あろ う し、広い視野 での生涯 学習 ・教育 も必 要

で ある。しか し、当 セ ンターの個性 を打 ち出すの

で あれば、何 らかの重 点化 と同時 に専任化 が急務

で はないか とい うのが、法 人化 を目前 に したセ ン

ター長 としての実感 である。
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「諮ぎ瑠 ド韮 と教育改革」
宇 佐 見 香 代(文 学部人間行動科学科 教育文化情幸瞠 講座 助手)

本学の生涯学習教育研究

センターのHPに 、1985年

にユネスコ国際成人教育会

議で採択された 『学習権宣

言』の次の文言が紹介 されてい ます。「学習権 とは、

読 み書 きの権利 であ り、問 い続 け、深 く考 える権

利 であり、想 像 し創造 す る権利 であり、自分 自身の

世界 を読 み とり、歴史 を綴 る権利 であり、あ らゆ る

教育の手 だてを得 る権利であ り、個人的 ・集団的

力量 を発 達 させ る権 利で あ る。」 実 はこのあ とに

は、以 下の文章 が続 きます。 「学 習権 は未来 のた

め に とって おかれ る文化 的ぜ い た く品で はない。

(中 略)学 習権 は人が生 きのび るの に、不可欠 な

もの である。世界 の人々が、もし食 糧生産や、人間

にとって不可欠 なその他の欲求が満たされることを

のぞむ ならば、学習権 を もたなけれ ばな らない。」

学習 を世界史上初めて基本的人権 として宣言 し

たこの 『学習権宣言』の理念 は、生涯学習のみ な ら

ず、学校教 育 におい て もその改革の理念 と して注

目されてい ます。 ところが、教育 を受 けることは、

国民の義務で はな くてひ としく与 え られてい る権

利であ る とい う理念が、戦後 わが国で 日本国憲法

等 に明記 されても、教育 とはあ らか じめどこかで準

備 され た内容 を受 け取 るべ きもの、 ま してや高度

で質 の よい教育 につい ては、一部 の富め る もの、

有能 な もの しかその恩恵 に与れ ない とい う観念 に

支配 され て きま した。 しか し、生存権の一部 と し

ての学習権 保障の思想の源流 はわが国 にも存在し、

大正期の教 育改革運動 の担い手 によって堂 々 と主

張 されてい ま した。1920(大 正9)年 下 中弥三郎 は

「学習権 の主張」とい う論考 で 「教 育 を受 けるこ と

は国家 に対 す る義務 ではな くて権利 である」と述

べ、貧 しい ものや女性 に門戸が閉 ざされてい た当

時 の大学 を、それを必要 とす るすべ ての人々 に開

放す る教育 制度改革 案 を展 開 しま した。 さらに、

真 の教 育 とは、選択 力 ・判 断力 を育 て 自律 的 に学

んで生 きる人間 を育 てるこ ととしま した。

ちなみ に、当時の教育研 究 は 「教授 法」研 究か

ら、一人一人の主体的自律的な学習の充実をはか

る「学習法」研究へ とその主流を移 しつつあり、そ

の先駆 として他 に大 きな影響を与 えていたのが、

本学の前身奈良女子高等師範学校教授の木下竹次

によって指導されていた附属学校の実践で した。

ほぼ、同時期の1925(大 正14)年 から、奈良女高

師は成人教育婦人講座を開催 します(後 の「母の講

座」)。これはわが国初の文部省の委嘱による女性

向け公開講座であると言われ、大阪市の小学校を

会場に 「主 として中等教育を受けることができな

かった成人女性」に対 し、家庭生活に関する内容、

具体的には倫理 ・思想問題 ・婦人問題 ・経済 ・育

児 ・文学などのテーマで女高師教官による講演が

行なわれました。本学には 『校史関係史料』 とし

てこの関連の史料が多数保存されていますが、そ

の中に、この講座に参加 した女性たちへのアンケ

ー トの回答が残されています。さまざまな年代 ・

学歴の女性たちが、女高師教官の学問に触れて自

らの生活を振 り返 り、次はこんなことも学びたい

と多 くの要望を出していますが、そこには高等教

育に門戸を閉ざされていた当時の女性達の切実な

学習要求が見られます。

このような歴史的遺産をもとに、現代の教育改

革でも、大学が高度な学術水準を保ちなが ら、そ

の成果を様々な形で幅広 く国民に還元することが

求められています。大学を含む学校教育 ・社会教

育が、幼い時期か ら生涯にわたる、生活の基盤を

ささえ自己実現をはかるための幅広い領域にわた

る学習の要求、即ち国民の学習権にどのように応

えていけるのか、切実に必要 とされる人々にどの

ような形で学術成果を伝えていけるのかが問われ

ています。大学が、基本的人権の一つ として、す

べての人々にひとしく教育 ・学習 ・学問の自由や

権利を保障することは、まさに生涯学習の保障そ

のものであり、その意義を問い直 し、充実をはか

るべ く努力 をすることは、教育の民営化がすす

み、公教育の存在意義が揺 らぐ今 日において、さ

らに重要になって くると考えます。

」
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「知的生活ということ」
香 川 貴 司(理 学部 物理科学科 基礎物理学言黄座 教授)

「知 的生 活」 とい う言葉

が流行語 になった ことがあ

る。 これは、昭和51年 に発

売 されベス トセ ラー にな っ

た渡部 昇一著 「知的生活の方法」 が きっかけであ

る。その後は これ に類 した知的生活 のハ ウツー本

がゾ ロゾロ発 売 されて きてい る。私 も、当時流行

に遅れない ようにとこの本 を買 って読 んだ。 この

本は、 シェー クス ピアな どの誰 もが知 ってい る偉

大な文 学者や思想 家の言葉 を引用 しなが ら、著 者

自身が語 る秀才で はない 自分が、その秀才たち に

どの ように した らその ようになれ るか と考え、実

際 に試 みた若い ころか らの体験 をもとにわか り易

くしか も正直 に述べ てい るものであ る。私 も、憧

れ る偉 人の伝記 や科学史 などで活躍 す る大科学 者

の記述 を読 んで、彼等 の普段 の生活 が どうであ っ

たのか とか、 どの ような体験 を経 て成功 して きた

のか に興味があ ったので、 この本の最初の部分 は

共感 しなが ら面 白 く読んだ。ただ、後半 の、 こと

細 か に書かれた「知的生活」を送 るためのハ ウッー

には著 者の独 り善が りの ところが見 られ、必 ず し

も賛成で きるところは多 くは なか った。特 に、最

初 に著 者が断 ってい るように、 自分(男 性)の 都合

の よい ような女性像 が述べ られ てお り、 「知 的生

活 を したいの なら、家族 を含む人間関係 の煩 わ し

い トラブル を避 ける。」、 「日常の生活 雑事 に追 わ

れ るようなら結婚 はしない方が よい。」 「カン トも

キ リス トも独 身であ った。」 などと書 かれている。

今の若い人の未婚率 が多いのは、一部 この本 のハ

ウツー を実践 してい るのだろ うか と思 った りして

い る。確 か に、理 想的 な知 的生活 をす るにはゆっ

た りとした時間や経 済的余裕が必要 で、時間 に追

われ る生活 を していては、知的活動 が十分 で きな

いの は事実 であろ うが。そ ういえば、schoo1の 語

源 は、 ギ リシャ語 のleisure(暇)を 意 味す る言葉

か ら由来 している。

ところで、人間は、平均的 にはや は り20歳 前 後

が知的活動 や肉体 的活動 に高い可能性 があ り、特

に大学生の時代 はこの先の生 き方 に大 きな影響 を

もってい る。私 は、 こう したときにで も、人 に教

えられた もの よ りも、た とえ時間がかか ろう とも

遠 回 りしてで も独 自に取 り組 んで もの に した知識

や経験の方が はるか にその人 を豊か にす ると思 っ

てい る。私 は、成功 不成功 にかかわ らずその道で

独 自の工夫 を しなが ら苦労 して きた人の経験 を聞

くと大変充実 した気持 ちになれ る。

高度成長 をな し遂げた現代 で は、寿命 も延びて

経済的 にも時 間的 に も余裕のあ る生活 を送れ るよ

うになった人が増 えてお り、理想的 な知的生活が

で きる ようにな った。年 を経 て、若 い ときか らや

って きたこ とをさらに深め たい とい う欲 求や、や

ろう と思い なが ら果たせ なか った事 をや りたい と

い う動機 を持 ちつづけている人にとっては、教育 と

して与え られる ような もの は必要で な く、そ う し

た場あ るい は環境がそ こにあ ることが重要であ る

と思われる。

い ま、国立人学 は、教 育 ・研 究の高度 な知的活

動 を してい る、い わゆ る知の拠点 と しての位 置づ

けを社会的 に認めて もらいたい と必死で改革 をは

じめ ようとしてい る。生 涯学習教育研究 セ ンター

の活動 は、 こう した社 会のニーズ と大学の外 に向

けた知の情報発信 をうま く連結 させ るこ とに重点

が置 かれ るべ きであ るこ とはい うまで もないが、

この ためには、 これ までの公 開講座 、 シンポジウ

ムなどの形ばか りではな く、 インターネ ッ ト、マ

ルチ メディアを使 った 自宅での個人学習の手助 け

をす るような教材開発 に も取 り組 む必要があ ろう

か と思 っている。多 くの雑 事 に追 われて幾分 改革

疲れが見 えか けてい る大学人が、社 会的サ ービス

で 自分 自身の知的生活 を脅か され るようになって

は元 も子 もないが 、知 で生 きてい く大 学 は4月 か

らの法人化 でい よい よ正念場が くる。
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「生涯学習について思うこと」
菊 澤 佐 江 子(生 活環境学部 人間環境学科 生活経営福祉学講座 講師)

生涯学習 とは、誰 による

何 のための学習 をさすのだ

ろ う。学習の 目的 は多様 で

あ り得 るが、生涯学習 とい

う言葉が盛 んに使 われ るようになった社会背景の

ひ とつ に、急速 な産業構造の変化があ ると考 える

と、 この ような意味での生涯学習の 目的 は、変化

に敏速 に対応で きるよう生涯 を通 じて必要 に応 じ

て主体的 に学習 を行 うこ とであ り、想定 されてい

る学習主体の 中心 は、働 きなが ら学ぶ社会人であ

る と思 われ る。 ここで は、その ような意味での生

涯学習 について考 えてみたい。

生涯学習が実 を結ぶ ため に、大学が成 し得 るこ

とは多 くある と思 うが、今私の 目の前 にい る学生

たちに とっての上記の ような意味での生涯学習 に

思い を寄せ る と、二つの こ とが とて も大切 に思わ

れ る。 まず第一 は、社会人 として社 会 に出 る前の

段階 で、 「学 び方」 のノ ウハ ウを教 えるこ とであ

る。 た とえば、働 き始め てか ら も社会の変化や職

場の変化の 中で、臨機応変 に必要 な知識 を収集分

析 し、 自分 の将 来 を切 り開い ていけ るよ うな力、

世 間やマス コ ミで取 り沙汰 され るこ とを鵜呑み に

せず、問題 を多面的 ・批判的 に思考 し、解決策 を

編み出 し実践 してい けるような力、 こうい った力

を育 てるこ とであ る。 この点 において、大学教 育

の果 たす役割 は大 きく、大学教員 はこの ような意

味で大 きな使命 を負 ってい る と思われ る。

第二 に、情報拠点 としての 「使 いやすい」 図書

館 を整備 ・提供 する ことで ある。学生は もちろ

ん、時 間の ない社会人学生 に とって、敏 速かつ効

率的 に情報 を収集で きるこ とは、学習の前提 条件

であ る。米国の大学図書館 は、 この意味で とて も

「使 いやすい」 と評判 であ る。 これ にはい くつか

の意味が ある と思 われ るが、 この うち生涯学習 に

おい て とて も重 要 と思 われ るの は、「いつ で も ど

こで も」原理の徹底 だ と思 う。 た とえば、私が訪

れた米国の大学図書館で は、各分野 にお ける文献

検索の豊富 なデータベ ース に、直接 図書館 に出向

かず とも、 自宅 のコ ンピュータか らIDと パス ワ

ー ドを使 ってアクセスで きた。 さ らにこれ に加 え

て、検索 した学術雑誌や統計資料 も、主 な ものは

ほ とん ど電子化 されてお り、これ らの電子情報 に

も、IDと パ スワー ドに より大学 のサ ーバ ー経 由

で自宅 か ら入手で きるよ うになってい た。 これ ら

のこ とは 日本 の大学図書館 で も徐 々に進め られ て

きてはいるが、 まだ自宅か らのアクセスを保障す

るシス テムには至 ってい ない。 日本の大学 では欧

米 の大学 に比べ てオフ ・キャンパ スか ら通学す る

学生が そ もそ も多い。 ま してや仕事の合 間を縫 っ

て大学 に通 わねばな らぬ状況 にある社会人 の生涯

学習 を保障す るためには、 この ようなシス テムが

欧米以上 に求め られる ように思 われ る。

そ して、生涯学習 を真 の意味で保障す るには、

大 学以外 の機 関の協 力が不 可 欠 であ る。 た とえ

ば、様 々な場 で学習機会が提供 されて も、学習 に

費やせ る一定程度 の余暇時 間が確保 されねば、学

習 を実行 に移 す こ とは難 しい。 しか し、今現 在、

被雇用者が学 びを必要 と感 じた とき、 どれ ほ どの

職場が本当 にそのための余暇 を保障で きる状況 に

あるだろ うか。 どの組織 で も人員 削減 が進 められ、

一人当 た りの仕事量 は増 し
、サ ービス残業 に追 わ

れてい る。様 々な学習機会が提供 され意欲が あっ

て も、 そこに注 ぎうる時 間やエ ネルギーが制限 さ

れ続 ければ、いつ しか意欲 も削が れてい く。生涯

学習が 日本 に定着す るためにはまず、 その前提条

件 となる一定程度 の余暇が、 日本社会 の中に市民

権 を得 ることが必 要なのか もしれ ない。

」
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生涯学習教育研究センター主催公開講座

ら
生涯学習教育研究センター長 弦巻 克 二(文学部 言語文化科 日本アジァ言語文化学講座教授)

昨年度、各部局で行 う専 門的公開講座 に加 えて、 より大局的、学部横 断的見 地か らの公 開講

座 を当セ ンター主催で行 うこととなり、第1回 目として 「奈 良女了大 学の学 問」とい うテーマ

で、丹羽前学長 をは じめ とする各部局長 に講師 を依頼 して実施 した。

その好評 を承 けて、今年度 は 「研 究最前線一 奈良女子大学 での最近 の研究 か ら一」 とい う

テーマで9月 末か ら10月 初 めの3日 間開催 した。講演 要 旨は以下 の通 りであ る。

また、来年度 は、法人化後 は じめての講座 になるこ と、本学創 立100周 年 を目前 に控 えて

いる ことを勘案 して 「奈良女子大学の歴史」 とい うテーマ と、社会 問題化 している 「青少年

問題」 とい うテーマ を設定 、9月 に2日 間にわた る公 開講座 を予定 してい る。(11頁 参照)

9月27日(土)13時05分 ～14時35分

『パイ中間子を探る』
学長久米 健次

これまでに我々が行った研究のい くつかについて

紹介を行った。陽子 と原子核衝突 に伴 う高速回転

している原子核の生成が玉突きのような機構で進

行することや、パイ中間了 と原了核 との荷電交換

反応、深 く束縛されたパイ中間子原子の生成反応

などの最近の話題にふれた。

1聾

20世 紀の前半から中半における物質の基本構造

に関する研究を概観 した。原了核の発見にはじま

り、その後中性子が発見 され、原子核は中性子 と

陽子からで きていることがわか り、さらにこれら

の微粒了 をつなぎとめる役 目をしている粒子 とし

て湯川によりパイ中間子が予言 され、その後実験

的に発見された。パイ中間子は核力の遠距離部分

を担 う重要な粒子であるが、中間子族の中では最

も軽 く電荷の異なる3つ の種類がある。このよう

なパイ中間子の関与する風変わ りな核反応の内、

9月27日(土)14時45分 ～16時15分

『極微の世界の探索』
理学部長 野 口 誠 之

自然界には多種多様な物質が存在 しています。

森羅万象を突 き詰めてい くと、最 も根元的な物質



CenterforEducationandResearchofLifelongLearning

要素 「素粒子」にたど り着 きます。今 回の講演 は、

極微 の世界 で、素粒了達 は どの ように振 る舞 って

い るのか、それ を実験 的に検証 す るにはどうす る

のか等、素粒 子物理学 の一端 を実験科 学者の立場

か ら紹介 しようとした ものです。

話題 は、湯川 中間子か ら、究極 の素粒子 であ る

ク ォーク までの話、また、我々 の研究室 が現在 取

り組 んで い る研 究 課題 「CP非 保存」(粒 了 と反

粒子 の世界 が微妙 に異 な る現象)、 そ して、極 微

の素粒子 の研究 が、極大 の宇宙 の研 究 につ なが る

とい うところ まで、広 範囲 にわ た りま したので、

きっ と、聴衆の方 々は消化不 良 をお こ した ことで

しょう。しか し、よ くは分 か らな くて も、何 とな

く、極微 の世界 を垣 間見 た ような気 になっていた

だけた ら、講演者 としては大変 うれ しく思い ます。

10月4日(土)13時05分 ～14時35分

『アヘン戦争と稟アジア』
文学部長 井上 裕正

た。こ うして、清朝 が欽差大 臣林則徐 をカン トン

に派遣 して、アヘ ン貿易 を禁絶す る 「外 禁」政策

の断行 に踏 み切 った結果 、アヘ ン戦争(1840-42

年)は 勃発 す る。アヘ ン戦争 の情報 は 日本や朝鮮

に も伝 え られた。特 に幕末 の 日本 はアヘ ン戦争 の

影響 を強 く受 けて外交 方針 を大 き く転換 させ た。

アヘ ン戦争 は中国近代 史の起点 に止 ま らず 、東 ア

ジア近代史の起 点で もあった。

10月4日(土)14時45分 ～16時15分

『前方後円墳とはなにか』
人間文化研究科教授 広瀬 和 雄

中国を中心 とす る東 アジ ア世界 には、華夷思想

に基づ く 「朝 貢 ・冊封」体制 が伝 統的 に存続 して

い た。清 朝 中 国は欧 米諸 国 に対 して理 念 的 に は

「朝 貢 ・冊封」体 制 で対応 し、現 実的 には乾 隆22

(1757)年 以来、その来航 をカン トン(広 州)1港

に限定す る 「カ ン トン体制」で対 応 した。他方 、

イギ リスは ヨー ロ ッパ の 「条約体制」 に基づ く外

交関係 を清朝 に求 めていたが、茶貿易 の決済手段

として導 入 されたアヘ ン貿易(イ ン ド産 アヘ ンの

中国輸送)は イギ リスを中心 とす るグローバル な

多角 的貿 易構 造 の 中に不可 欠 な存在 とな ってい

北海道 ・東北北部 と沖縄 を除いた日本列島各地

で、3世 紀中ごろから7世 紀初めごろにかけて約

5200基 築造された前方後円墳は、画一性 と階層性

を見せる墳墓であった。そこには、武器や農工具

や鏡など、共同体の再生産に不可欠な品々を副葬

した亡 き首長の遺骸が埋葬されていた。丁寧に密

閉 ・保存 された埋葬施設には、天円地方の観念を

表わした埴輪区画が付随 していて、〈亡 き首長は

カミとなって共同体を守護する〉という共同幻想

を体現 していた。一方、墳長200m以 上の巨大前

方後円墳の32/35基 は大和 を中心 とした畿内に

集中し、武器 ・武具の集積 も同様であった。つま

り、大和の有力首長層 を中心 とした政治序列を前

方後円墳 は表 していた。それはく領域 ・軍事 ・外

交 ・イデオロギー的共通性 をもった首長層の利益

共同体 としての前方後円墳国家〉のメンバーシッ

プ、〈目で見る王権〉という機能を発揮 していた

のであった。

」
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10月5日(日)13時05分 ～14時35分

『共生科学研究センター
の研究=現 状と将来』
共生科学研究センター長 大 石 正

」
共生科学研究セ ンターは、平成13年4月1日 に

学内共同利用施設の文部省令施設として、「奈良

地域及び紀伊半 島における森林 ・河川 ・生物 を

中心 とした物質の共生循環機構の解明」を目的

に設置 された。地球環境及 び生態系は、種 々の

要素が相互に関連 しあって全体の系 を構成 しな

が ら動いてい く複雑系なので、分析 的な手法 と

同時 に動的な系全体を総合的に把握する手法が

必要になる。ここに新 しい科学 としての 「共生科

学」の創成が必要となる。センターは、温帯域の

典型的なモデルとして奈良地域及び紀伊半島を設

定 し、新たな手法による地域の全体像 を解明する

ことを目指 し、また、自然の保全 と再生を目指 し

た人間活動のあ りかたについて広 く提言を行 うこ

とを目指す。

共生科学研究センターは、グループ1と グルー

プ2に分かれて研究活動 を行っている。グループ1

は、「野外調査 ・観測 と共生循環データベースの

作成、共生循環系モデルの構築」を研究テーマと

している。この研究テーマは、(1)奈 良地域及び

紀伊半島における調査、(2)国 際比較研究、の2研

究課題か らなっている。一方、グループ2は 、「共

生循環機構の人工化学物質による撹乱機構 の解明

と循環可能な物質変換 システムの研究 ・開発」を

研究テーマ として掲 げ、(1)奈 良地域及び紀伊半

島を中心とする自然や人間生活 に及ぼす人工化学

物質による影響の把握、(2)有 害な人工化学物質

を分解す るシステム、循環可能 な有用物質 の研 究 ・

開発 、の研究課 題 を推進 してい る。また、研 究成

果 を地 域 に還元 す るため に、地域 貢献支 援事業 、

産官学連携 、小 ・中 ・高校生 向け野外 実習 の実施

などを行 っている。

10月5日(日)14時45分 ～16時15分

『生 と死 の鍵 を握 る 酸 素

と活性酸素の科学』
生活環境学部教授 小城 勝相

酸素は生命を維持すると同時に、利用される酸

素の1-2%が 活性酸素となって細胞に障害を与え、

我々の死を準備するという二面性を併せ持つ興味

深い分子である。老化、癌、動脈硬化、アルッハ

イマー病など、生活習慣病の原因が活性酸素であ

ることがますます明らかにされつつある。その基

礎 となるのが、物が燃える 「燃焼」とい う化学反

応である。

本講座ではまず生活習慣病予防のために生命の

化学的理解が重要であることを説明 し、酸素分子

の特徴を述べた。大学院の公開講座で 「研究最前

線」とい うサブタイ トルがあったので、その延長

として我々の研究室で昨年発表 した動脈硬化の新

規診断法に関する研究を高校生にも理解できるレ

ベルでわか りやす く説明 した。

高齢者の受講生が多かったこともあり熱心 に聴

いていただけたと思 う。講演後行われたアンケー

ト調査でも外交辞令 もあるだろうが、わか りやす

い という評価 をいただけたのは講演者にとって大

きな喜びであった。
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女性のエンパワメントに関するシンポジウム報告

「女性教員のライフスタイル』
西 村 拓 生(文 学部 人間行動科学科 教育文鯖 幸瞠 講座 助教授)

平 成15年11月19日 、 シン

ポ ジウム 「女性教 員の ライ

フス タイル」 が本学大学院

人間文化研 究科会議室 にて

開催された。生涯学習教育研究センターの主催で

毎年行われている女性のエンパワメン トに関する

シンポジウムであるが、今年度は、いずれ も本学

卒業生で、現在、小 ・中 ・高等学校の教員 として

活躍されている方々をお招 きした。教育現場で女

性教員が直面 している性差別の問題点や家庭と職

場 との両立の問題、今 日の学校教育の課題などを

具体的に指摘 していただき、教壇に立 とうとする

学生の啓発 と、男女共同参画社会の実現をリー ド

する女性育成のために本学に求められている役割

の自覚や解決策を模索 したい、 というのが企画の

趣旨であった。

パネリス トにお迎えしたのは、中山英子氏(奈

良市立椿井小学校教諭)、 森田啓子氏(王 寺町立

王寺南小学校教諭)、 東井浩子氏(奈 良市立平城

東中学校教諭)、 龍本那津子氏(奈 良県立高円高

等学校教諭)の4名 、司会は西村拓生センター員

(本学文学部人間行動科学科教育文化情報学講座

助教授)が 担当した。

シ ンポジウムは、事前 に司会者か らパ ネ リス ト

の方 々に以下 の ような質問事項 をお示 しして、当

日はそれを意識 しなが ら、 それぞ れの ライフコー

スにつ いて具体的 に語 っていただ くか たちで進行

した。質問事項 は、

・なぜ教 師にな りたい と思 ったのか。 その ため に

学生時代 は どんな努力 を したか。実際 に教師 に

なってみて、喜 び と困難 は どこにあ るか。

・職場 で、 自分が女性 であるこ とを意識す るこ と

はあ るか。それは、 どんな時か。

・家庭 や子育 て と仕事 の両立 に困難 を感 じたこ と

はあ るか。それ をどの ように克服 してい るか。

・教 師 として自分 を磨 き、 キャ リアア ップす るた

めに、 どんな努力 を してい るか。そ のために大

学 に期待 す ることはあるか。

・教 師を志す後輩 たちにア ドヴ ァイス したい こ と

は何か。

4人 の方 々の語 りには、 それぞ れ前 向 きに自分

のキャリアを切 り拓いて行 く力強 さが溢れてお り、

私 たちの大学が この ような卒業生 を もつ こ とを誇

りに感 じる とともに、本学 の役割 の重 さ もあ らた

めて痛 感 させ られ た。先 輩の方 々の熱 い思 い は、

後輩 た ちに も充 分 に伝 わ った と思 われ る。以 下、

当 日参加 した学生の感想 を掲載 させ ていただ く。

」
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理学音陥報科学科4回生 満江 綾子

私 は将来教職 に就 こ うと思 ってお り、今 回の シ

ンポ ジウムの開催 を聞 き、興味 を示 し、参加 させ

て頂 きま した。お話 をお聞 き して、教職 に就 いて

女性 とい うことを意識 しないわけ にはいかないの

だ とい うこ とを感 じま した。それは教職 だけでは

な く、仕事 をす る上で は全 てに共通 し得 る ことな

のか もしれませ ん。仕事 上で、女性 の教 師 と男性

の教師だ と、昔 はそ の性差 で生徒 の態度 が違 った

といい ますが、今 は個人の性格 をみて生徒 も態度

を変 えるのだ とお っ しゃってい ま した。やは り今

の時代 は性差 や見 た 目で判 断するので はな く個 人

の中身 を評価 される時代 なのだ と感 じま した。生

徒 に毅 然 と した態度 で接 していか なければな らな

い とい うこ とを思 い知 らされま した。そ して、男

性だか ら、女性 だか ら、 とい うことで はな く、教

師がいか にひ とつ にま とまって学年 を、そ して学

校 を引 っ張 ってい くかが学校 とい う社 会 に必 要な

ものである ことに気がつ きま した。

また、先生方 の ライ フス タイル を聞 き、同業 者

を配偶 者 と して選ばれている方が多 い ことがわか

りま した。それはやは り同 じ悩み を持 ち、共感 で

き、お互い をよ り理解で きるか らだ とおっ しゃって

い ま した。その反面、ライバ ルで もあ り、認 めあ

わなければぶつかるこ ともあるのだ と思い ました。

そ して、やは り女性 である以上、出産、育児 と

い うもの は避 け られない ものです。各 々の先生 方

が悩 まれた話 を聞 き、仕事 と育児 の両立 は難 しい

もの なの だ と感 じま した。 しか し、自分 が子供 を

持 つ こ とによ り、よ り子供 を愛 しむ ことが出来 る

ようにな り、また生徒の親 の気持 ちがわかる よう

にな った とお っ しゃってい ました。それは女性 な

らではの感性 ではないで しょうか。

お話 を聞い て、女性 とい うこ とに引 け 目を感 じ

るので はな く、一 人の教 師 として自覚 を持 ち、生

徒 に対 して責任 を持 たなければ

ならない のだ と感 じま した。そ

の上で女性 な らで はの特性 を生

か し、生徒 に接 してい けれ ば よ

いの だ と学 び ま した。最後 に中

山先生が おっ しゃった 「教師 に

なるため だけの道 を歩か ない こ

と」とい う教訓 が とて も身 に し

み ま した。これか らは女性で あ

る自分 を見 つめ直 し、様 々なこ

とに目を向け、色 々 なこ とに挑

戦 してい きたい と思い ま した。

理学音陥 報科学科4回生 大村 友希

仕事 と子育ての両立の難 しさをあ らためて感 じ

ま した。「特 に一 人 目は大 変 だ った」 とどの先 生

も話 してお られ ま したが 、それで も二 人 目、三人

目 と産 むこ とがで きたの は相 手や両親の理解 と協

力があ ったか らこそだ と思い ま した。

子供がで きる と遅 くまで学校 で仕 事 をす ること

がで きない し、家で は家事 と子育 てに追 われ るの

で出産前 に比べ るとどう して も仕事 にか ける時 間

は減 って しまいます。で も決 して他 の先 生 に比べ

て劣 るわけで はな く、 自分が母親 にな った ことで

親の立場 になって生徒 と接 す ることがで きるよう

にな り、今 まで と違 った視点 で指導 で きる ように

なるのだ と思 い ま した。同 じ女性教 師で も、それ

ぞれの年代で生徒 の捉 え方 があ り、ひ と りで はな

く、違 った年代 でみ んなが協力 して指導 す ること

が生徒の ため に も良い指導 につ なが ると思い ま し

た。

最近 では男性 の先生の理解 も増 え、職場 で 「女

性 だか ら不利」 と感 じるこ とが少 な くな った よう

ですが、私 たち 自身 も「自分 は女 だか ら…」とい う

甘 えた心 を持 ってい てはいけ ない と思い ま した。

男性 に理解 して もらえるの を待 つので はな く、自

分か らも認めて もらえるような行動 を しない とい

けない と思い ま した。4人 の先生 は男性 の先 生 と

の違い を感 じさせ ない くらい堂々 と してお られ ま

した。そ して どの先生 も前 向 きで努力 を惜 しまず、

い ろんなこ とにチ ャ レンジされてい る先生 ばか り

で した。仕事 と子育 てで忙 しい はず なの に、さら

に自分 自身 の勉強 に励 まれた り、新 たな趣 味 を見

つ け られた り、休み返上 で部活動 に精 を出 された

りと、忙 しい なが らもとて も充実 してお られ るよ

うに見 えま した。まだ 自分 の時間がた くさんあ る

今 こそ、私 もた くさんの経験 を積 める時だ と思い

ま した。
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奈良県社会教育センターとの共催事業

「生涯学習大学特別講座」
奈良女子大学生涯学習教育研究センターでは、

平成11年 度 より、奈良県社会教育センターの主催

の もと、県内国公私立大学 との共催 により、生涯

学習大学特別講座(平 成14年 度の 「生涯学習特別

講座」を改称)」を実施 している。これは、世の中の

急速な変化 に伴い、県民の生涯学習に対するニー

ズ も多様化 ・高度化の傾向が著 しくなったことを

受け、これ らのニーズに応えるべ く高等教育機関

の所有する 「専門性」と奈良県社会教育セ ンター

の持つ生涯学習推進のための諸事業 との融合を図

り、県民により質の高い生涯学習研修機会を提供

するためのものである。

奈良女子大学生涯学習教育研究センターでは、

毎年度下記の とお り講演 を担当 してお り、平成16

年度以降も協力を続け、地域 との連携による生涯

学習教育研究体制のネットワーク化を推進 してい

きたい。

参加対象:県 内在住 ・在勤者

募集人数:100名

角田秀一郎 理学部教授 講演風景

平 成11年 度(本 学 担 当講義 テー マ及 び講師)

「歴 史の 中 に探 る生 涯学 習 と総 合学習」

山 田 昇 名誉教授(奈 良女子大学生涯学習教育研究センター長〈当時〉)

平成12年 度(本 学担当講義テーマ及び講師)

「島々の くらしから学ぶ教育力」

長 嶋 俊 介 生活環境学部教授(奈 良女子大学生涯学習教育研究センター長〈当時〉)

平 成13年 度(本 学担当講義テーマ及び講師)

「生涯学習の思想」

伊 藤 一 也 文学部助教授

平 成14年 度(本 学 担 当講義 テー マ及 び講師)

「衣生 活 の創 造 一 ピーシ ング とキル テ ィ ング ー」

岩 崎 雅 美 生活環境 学部教 授(奈 良女子大学生涯学習教育研究センター員〈当時〉)

平成15年 度(本 学担当講義テーマ及び講師)

「『複雑系』一偶然 と必然 をめ ぐって一」

角 田 秀一郎 理学部教授(前 奈良女子大学生涯学習教育研究センター長)

「こども学 とい う視点」

浜 田 寿美男 文学部教授

」



⑳ ・⑩

平成16年 度公開講座開設予定一覧
講 座 名

青少年問題を考える

数 と形の不思議 な旅

(第5回)

パ ソ コ ン活 用講 座

～ プ レゼ ンテー シ ョン～

パソコン活用講座
～文書 ・表計算 ～

生物 の 「かたち」

は じめての画像編集

奈良女子大学の歴史

子 ども学の新 しい地平1

ミクロの世界の最前線

健康/病 いと文化
～共生的暮 し方のために

子 ども学の新 しい地平2

開 催 日 時

平成16年7月

30日 ㈹

13時 ～16時30分

平成16年8月

(2日 間)

10時 ～16時30分

平成16年8月

22日(日)

10日寺～16日寺

平 成16年8月

28日qり ・29日(日)

10日寺～16日 寺

平成16年9月

(2日 間)

13日寺～17日寺

平 成16年9月

14日(火)・15日(オ り

10日寺～16日 寺

平成16年9月

25日(土)

13時 ～16時30分

平 成16年10月

2日 出 ・9日(士)

13時30分 ～17時30分

平 成16年10月

9日(土)・10日(日)

13時 ～16時10分

平 成16年10月

16日(土)・23日 仕)

10日寺～15日 寺

平 成16年11月

6日 仕)・13日 仕)

13時30分 ～17時30分

受講対象

市民一般

教 員

市民一般

教 員

高 校 生

市民一般

教 員

市民一般

市民一般

高 校 生

市民一般

市民一般

市民一般

市民一般

高 校 生

市民一般

市民一般

募集人員

100人

50人

40人

40人

40人

12人

100人

50人

40人

30人

50人

担当部局

生 涯 学習 教 育

研 究 セ ンター

TELO742-

20-3220

理 学 部

TELO742-

20-3428

総 合情 報 処理

セ ン ター

TELO742-

20-3251

総 合情 報 処理

セ ン ター

TELO742-

20-3251

理 学 部

TELO742-

20-3428

総 合情 報 処理

セ ン ター

TELO742-

20-3251

生 涯 学習 教 育

研 究 セ ンター

TELO742-

20-3220

人 間文 化研 究 科

TELO742-

20-3911

理 学 部

TELO742-

20-3428

生 活環 境 学部

TELO742-

20-3498

文 学 部

TELO742-

20-3328

★上記公開講座の受講を希望される方は、各担当部局までお問い合わせ下さい。
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